
日
本
に
お
け
る
医
制
が
発
布
さ
れ
、
文
部
省
統
括
の
下
に
明
治

七
年
八
月
十
八
日
に
は
医
育
制
度
、
衛
生
行
政
の
方
向
性
が
確
立

さ
れ
て
く
る
。

広
島
地
方
で
は
医
師
と
な
る
施
設
は
明
治
十
年
に
設
立
さ
れ
た

広
島
県
立
病
院
に
附
属
す
る
広
島
医
学
校
で
あ
る
。
こ
の
学
校
運

営
の
主
体
は
広
島
県
で
あ
っ
て
、
初
代
校
長
は
吉
村
寅
太
郎
で
あ

っ
た
。
吉
村
は
医
師
で
な
く
、
学
校
創
設
前
ま
で
、
外
国
語
学
校
、

広
島
県
立
中
学
校
、
師
範
学
校
長
を
兼
任
し
、
そ
の
後
、
仙
台
の

二
高
、
金
沢
の
四
高
の
校
長
を
つ
と
め
た
。
医
制
第
二
十
一
条
に

公
立
病
院
長
は
医
術
開
業
免
状
を
有
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
明

記
さ
れ
て
い
る
。
当
時
と
し
て
開
業
免
状
を
有
す
る
者
は
極
め
て

少
な
く
、
県
と
し
て
は
東
大
医
科
出
身
者
を
迎
え
た
。
東
大
医
科

第
一
回
の
卒
業
生
は
明
治
九
年
で
、
僅
か
三
十
一
名
の
一
名
を
迎
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明
治
初
期
に
お
け
る
広
島
県
立
病
院
の

役
割
と
病
院
長
た
ち

江

川

義
雄

え
る
こ
と
に
な
る
。
明
治
十
年
、
同
十
一
年
に
は
卒
業
生
零
で
、

同
十
二
年
に
二
十
名
と
い
う
蓼
々
た
る
存
在
で
あ
っ
て
、
極
め
て

稀
少
価
値
の
人
物
で
、
地
方
に
赴
任
す
る
こ
と
は
破
格
の
人
事
と

評
価
さ
れ
、
有
難
ら
れ
る
所
以
で
も
あ
る
。

明
治
十
一
年
三
月
十
五
日
に
初
代
病
院
長
で
あ
る
須
田
哲
造
が

赴
任
す
る
こ
と
に
な
る
。
須
田
は
嘉
永
元
年
、
長
野
県
の
眼
科
医

細
井
要
人
の
三
男
で
、
叔
父
・
須
田
経
哲
の
養
子
と
な
り
、
東
大

医
科
の
前
身
束
京
医
学
校
に
入
学
し
、
在
学
中
は
第
一
等
賞
を
受

け
た
と
い
わ
れ
る
程
の
勤
勉
振
り
で
あ
っ
た
。
卒
後
シ
ュ
ル
ッ
ェ
、

ス
ク
リ
ッ
パ
に
師
事
し
眼
科
を
修
め
た
。
帰
郷
後
、
東
大
に
復
帰

し
、
明
治
十
五
年
に
東
大
助
教
授
と
な
っ
た
。
同
十
九
年
東
京
で

開
業
し
、
明
々
堂
と
命
名
し
た
。
当
時
は
医
術
開
業
免
許
受
験
生

は
多
く
、
須
田
は
最
適
の
教
育
指
導
者
で
も
あ
り
、
常
時
数
十
名

の
医
生
が
い
た
と
い
わ
れ
、
広
島
医
学
校
出
身
者
も
須
田
を
慕
い

上
京
す
る
者
も
多
か
っ
た
し
、
患
者
か
ら
も
尊
敬
さ
れ
た
学
者
で

あ
っ
た
。
日
本
眼
科
学
会
に
お
い
て
も
、
最
初
の
ド
イ
ツ
医
学
を

受
け
た
先
覚
者
で
あ
っ
て
、
数
多
く
の
著
述
と
眼
科
医
療
器
具
を

開
発
し
て
、
学
会
の
発
展
に
大
き
く
寄
与
し
た
。

明
治
十
二
年
三
月
に
広
島
県
病
院
は
新
装
改
築
し
て
四
月
よ
り
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入
院
許
可
す
る
に
至
り
、
病
院
も
盛
大
と
な
っ
て
く
る
。
当
時
県

病
院
の
役
割
は
医
学
校
を
包
含
し
、
他
都
市
に
比
し
広
島
の
軍
用

基
地
に
附
属
す
る
軍
病
院
な
ど
、
現
在
の
県
病
院
経
営
規
模
を
大

き
く
こ
え
て
多
忙
で
あ
っ
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。
県
立
病
院
長

の
存
在
期
間
は
比
較
的
短
期
で
あ
っ
て
、
東
大
に
帰
学
す
れ
ば
、

助
教
授
に
就
任
し
た
り
、
や
が
て
他
大
学
の
教
授
に
昇
進
す
る
程
、

県
病
院
長
は
評
価
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
は
、
そ
の
ま
ま
広
島
市
で

開
業
し
、
活
躍
す
る
病
院
長
も
多
く
、
そ
の
病
院
に
勤
務
し
て
、

や
が
て
独
立
名
声
を
博
す
る
医
員
達
も
数
多
く
見
ら
れ
た
。

副
院
長
と
し
て
は
、
須
田
を
補
佐
し
て
、
後
藤
静
夫
が
就
任
し

て
い
る
。
後
藤
は
世
々
藩
医
で
、
適
塾
出
身
者
で
あ
る
。
当
地
を

代
表
格
の
医
師
と
し
て
、
長
ら
く
広
島
医
会
の
功
労
者
で
あ
っ
た
。

診
療
係
と
し
て
は
、
初
代
の
広
島
市
長
と
な
っ
た
三
木
達
、
原
田

稔
で
、
い
ず
れ
も
旧
藩
医
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
前
代
未
聞
の
顔
ぶ
れ
と
近
代
的
な
公
立
病
院
の
出

現
は
当
地
方
最
初
の
こ
と
で
、
大
変
な
賑
わ
い
を
見
せ
た
の
で
あ

第
二
代
病
院
長
は
明
治
十
三
年
卒
の
伴
野
秀
堅
で
、
紀
州
出
身

で
静
岡
に
育
っ
て
い
る
。
明
治
十
三
年
に
は
静
岡
病
院
で
最
初
の

之ノ

た
0

解
剖
に
立
会
し
、
弟
の
欣
平
は
広
島
医
学
校
に
学
ん
で
い
る
。
校

長
辞
任
後
、
海
軍
々
医
と
な
り
、
佐
世
保
海
軍
病
院
長
と
な
り
、

海
軍
々
医
大
監
で
退
役
し
て
、
静
岡
県
医
学
会
創
立
の
明
治
三
十

三
年
に
は
名
誉
会
員
に
推
さ
れ
て
い
る
。

医
学
士
の
数
少
な
い
当
時
の
日
本
で
あ
っ
た
か
ら
医
学
部
教
官

か
ら
海
軍
々
医
に
移
る
と
か
、
ま
た
陸
軍
病
院
長
の
小
山
内
建
が

広
島
医
学
校
教
頭
を
兼
任
す
る
人
事
が
み
ら
れ
る
。
特
に
軍
事
基

地
の
あ
る
広
島
、
呉
で
は
、
そ
の
幹
部
に
東
大
出
身
も
多
く
、
他

の
地
域
に
比
し
特
殊
な
条
件
、
関
係
が
認
め
ら
れ
る
。

そ
の
後
の
広
島
県
立
病
院
長
は
佐
野
龍
太
郎
、
匹
田
復
次
郎
、

渡
辺
文
治
、
澄
川
徳
、
吉
村
喜
作
、
原
田
重
雄
、
谷
野
数
之
と
終

戦
時
の
石
橋
修
三
と
継
承
さ
れ
る
が
、
そ
れ
ら
の
人
物
と
業
績
は

煙
滅
さ
れ
て
い
る
も
の
が
多
い
。

（
日
本
医
史
学
会
広
島
支
部
）
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